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寒冷地におけるハトムギの栽培法に関する研究

第4報　　　豊熟に　つ　いて

一戸　忠志・八木橋六二郎・玉川　和良

（青森県農業試験場）
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5）試験区の構成
1　緒　　　　　言

ハトムギは．出穂後10～15日ぐらいで開花し，その後2

題間ぐらいで熟色が出てくるが．出穂の幅が1か月近くも

あるので出穂・開花・成熟が混在した形となる。また，登

勲位は．次第に脱粒しやすくなる。そのため，成熟期（刈

取朋）の判定は，極めて難しく，一般的には，豊熟粒歩合

60～紬　に遺した時期を成熟期としている。そこで．栽培

法・品種によって成熟期（豊熟状況）がどのように変わる

かを検討したので．その結果を報告する。

2　■試　験　方　法

（1）畑直播栽培（作靭）

1）品種　　　　中里在来

2）種子の予措　ペンレート水和剤1000倍液に24hr疫漬。

3）施肥　　　全量基肥；N．P205，粘0各1辱／8，

4）栽植様式

5）播種月日

粂施肥

畦幅60C恥株間20仰．1本2本仕立て

①4／15　①4／25　⑧5／5　④5／15

⑥5／25　⑥6／4　①6／14　⑧移植6／4

（2）水田移植栽培（作期）

1）品種

2）育苗法

3）施肥

4）栽植様式

5）試験区の構成

中里在来

箱育苗ハウス管理

全量基肥；N，P205，Ⅹ20，各1吻／8

条幅45cm．株間20cm．1株1本手植え

区名 播種期 移植期

1 4 月20 日 5 月15 日

2 4 月30日 5 月25 日

3 5 月10 日 6 月 4 日

4 5 月20 日 6 月14 日

（3）育苗日数と本田生育（水田移植栽培）

1）品種

2）育苗法

3）施肥

4）載積様式

中里在来

箱育苗ハウス管理

全量基肥；N．P205．K20，各1毎／8

条幅45C机株閤20C恥1株1本手植え

（4）品種

1）栽培様式

2）育苗法

3）施肥

4）栽培様式

5）移植期

6）品種

区名 播 種 期 移 植 期
育 苗
日 数

1 4 月 2 0 日 6 月 4 日 4 5 日

2 4 月 3 0 日 6 月 4 日 3 5 日

3 5 月 1 0 日 6 月 4 日 2 5 日

4 4 月 2 0 日 6 月 14 日 5 5 日

5 4 月 3 0 日 6 月 14 日 ▲　 4 5 日

6 5 月 10 日 6 月 14 日 3 5 日

7 5 月 2 0 日 6 月 14 日 2 5 日

水田移植栽培

ハウス畑育苗（25日育苗）

全量基肥；N，P205．K20，各1毎／8

粂幅45cm，株間20C恥1株1本手植え

5月26日

黒石在来，中里在来，尾花沢在来，宮

城在来，岡山在来

（5）百粒重及び水分の推移

1）品種

2）育苗法

3）移植期

4）施肥

中里在来

ハウス畑育苗（30日育苗）

5月25日

基肥；N，P205，に20，0．5・1．0・1．0

毎ん

追肥；1回目　6月25日　NO．5吻／8

2回目　7月23日　NO．5毎／8

3．賦　験　結　果

（1）畑直播栽培

出穂期は，早播きほど早く．5月25日播きまでは差が小

さく，6月14日播きは，5月15日播きのものより16日も出

穂期が遅れた。成熟期は，5月25日までの播種では10月7

～9日で差は小さく，6月4日播きは10月16日で，6月14

日播きは，成熟期に達しなかった。移植したものと比べる

と出穂が少し遅れるようであった。

（2）水田移植栽培（作期）

出穂期は，8月6～19日で5月25日植えが庭も早く，成
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熟期は10月5～7日で．6月14日植えは成熟期に達しなか

った。登熟に要した日数は56～60日で．積算気温は1146

～1067℃であった。登熟気温は20．0～18．0℃で，6月14

日構えが低かった。

（3）育苗日数と本田の生育（水田移植）

6月14日椿の25日育苗（3．3彙苗）は．成熟期に達しな

かったが，その他は，移植時の妻数の多いもの（育苗日数

の長いもの）ほど成熟期が早まり，豊熟気温も移植時の苗

の葉数が多いものほど高かった。

（4）品　種

出穂期は．黒石在来が7月27日と最も早く．次いで中里

在来，尾花沢在来，宮城在来，岡山在来の頓に出穂した。

黒石在来と中里在来は，成熟期に遷したけれども，その

他の品種は，10月19日までに成熟期に達しなかった。

10月1日現在の登熟拉致比と積算気温との間には正の相

関が認められた（図1－①）。また．各晶任とも，豊熟拉

致比と積算気温との間に正の相関が認められた（図1－⑧

～（参）。

（5）百粒重及び水分の推移

盲粒重の増加は．8月までは綬やかであったが，9月に

入ってから急増し，その後は再び鈍くなった。水分は，百粒

重の増加とは逆に出穂後日数が経過するにつれて減少した。

表1　品種及び作朋と豊熟

日豪日課㌢・離摘㈲断蒋
lH　佃直揮
4 月 15 日柵 8． 6　 10 ． 7　　 ‘2 1，17 6 ：犯 0 25 ．5　 3．28 8　 7‘．7

〟　 25 日 〝　 7　 〝　 7　　 引 l，15 5　 1，．9 23 ．9　 3．側 1　 76 ．°

5 月 5 日 〝　 9　　 〝　 8　　 ‘0 1．12 7　 19 ．8 33 ．‘　 3．93 2　 8 4 ．3

〝 15 日 〟 10　 〝　 9　　 80 1．12 1 19 ．5 25 ．7　 3．00 4　 8 0 ，1

〟　 25 日 〝 11　 〝　 9　　 5， 1．09 8　 19 ．3 27 ．4　 3，36 5　 7 8 ．1

6 月 4 日 〟 14　 〝 1も　　 63 1．12 7　 18 ．7 16 ．7　 2．28 4　 7 4 ．4

〝 14 日 〝 22　　 －　　　 － 一　 17 ．6 1 2．8　 2．09 4　 6 5 ．2

（移 ‘．14 ） 〝　 5　 〟　 5　　 6 l 1．16 ‘　 2 0 ，4 邦 ．3　 4．16 1　 8 2 ．8

12I　水田移植（作靭）
5 月 1 5 日 総 8 ． 8　 1 0 ． 6　　 5 9 1．1 2 0　 1 9 ．9 1 7．9　 3．0 2 9　 5 9 ．7

〝　 2 5 日 〟　 6　 〝　 5　　 8 0 1．1 4 6　 2 0 ．0 1 7 ．4　 2．8 2 8　 5 7 ．2

6 月 4 日 〟 1 0　 〝　 7　　 5 8 1．掴 7　 1 9．5 2 2 ．5　 3．2 3 8　 6 9 ．0

〝 1 4 日 〟 1 9　　 －　　　 － －　 1 8．0 1 3 ，5　 3．0 1 3　 4 7 ．8

13I　育苗日数と本田生育
与

8

＿励

4 5 日苗 7．3 1 10 ． 1　 ‘2 1．23 8　 2 0 ．7 26 ．1　 3 ．380　 7 1．8

3 5 日 8 ． 3　 ”　 5　　 63 1．2 11　 2 0．2 20 ．8　 3 ．130　 5 ‘．5

2 5 日 〝 11 （10 ．15）　 植 （1．1％ ） 19．3 14 ．9　 3 ．50 3　 4 1．5

6
月
14
日
撼

5 5 日 7．23　　 9．28　　 ‘6 1，368　 2 1．8 l‘．‘　 2．31 1　 帖 ．4

4 5 日 8 ． 3　 10 ． 7　　 65 1，25 7　 2 0．2 17 ．2　 2 ．糾 2　 5 7．2

3 5 日 ” 11 （10 ．15）　 65 （1．19‘） 19．3 14 ．1　 3 ，00 5　 4 4．0

2 5 日 〝 19　　 －　　　 － －　 18，0 6 ．7　 2．979　 2 2．2

（4I　品　　種

患 石 在 来 7．25　　 9 ．2 3　　　 60 1．21 1　 2 1．5 32．6　 3 ．543　 94 ．7

中 里 在 来 8 ． 5　 10 ． 6　　　 57 1．18 2　 20 ．0 32．9　 3 ．鋸 7　 糾 ．3

尾 花 沢 在 来
り 7 （㍊ ） （6 3 ）

一　　 相 ．3 20 ．5　 2 ．9 69　 72 ．4

宮 城 在 来 〝 2 0 （㍊ ） （帥 ） －　 17．9 2 1．0　 3 ．0 39　 83 ．1

岡 山 在 来 〝 2 4 （舘 ） （52 ） －　 17 ．3 12．8　 3 ．0 70　 40 ．7

注．境界気温；出屯期一成棚までの日平均気温の合計
豊熟気温；出砿後50日間の日平均気温の平均値
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図1　積算気温と豊熟拉致比との関係
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図2　百粒重及び水分の推移
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4　構　　　　　要

栽培法・晶阻こよって成熟期（豊熟状況）がどのように

変わるかを検討した結果．畑直播栽培では，6月以降の播

種では．成熟期に達しなかった。水田移植栽培では，育苗

日数が長い場合（葉数の多いもの）は，出穂期，出穂幅が

縮まり・成熟期が早まった。品種ごとに出穂期の差は見ら

れたが・豊熟の速度には，差は見られなかった。豊熟I乙は

気温加℃以上必要なものと見られ，19℃以下になると育種

●屑粒の発生が多くなり，翌熟歩合が低下した。百粒重は．

9月中の増加が著しかった。


